
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る
東
葉

高
速
鉄
道
「
船
橋
日
大
前
駅
」
の
駅
舎
は
、

レ
ン
ガ
や
木
材
な
ど
の
自
然
素
材
を
最
大

限
に
活
用
。
ま
た
、
駅
前
広
場
で
は
既
存

樹
木
を
移
植
し
た
り
、
焼
却
灰
を
再
生
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
な
ど
、
環
境
共

生
に
配
慮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
宅
地
内
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

住
宅
の
建
設
、
散
水
用
雨
水
ポ
ン
プ
の
設

置
な
ど
、
環
境
技
術
の
導
入
を
誘
導
す
る

と
と
も
に
、
緑
化
や
生
垣
の
採
用
に
よ
り

緑
豊
か
な
ま
ち
な
み
を
形
成
す
る
な
ど
、

美
し
く
個
性
あ
る
住
環
境
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
N
P
O
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
美
し
い
街
住
ま
い
倶
楽

部
」
の
設
立
に
よ
り
、
住
宅
事
業
者
や
地

域
住
民
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
、
美
し

い
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
緑
化

率
35
％
の
目
標
設
定
、
郷
土
林
の
保
全
・

移
植
、
雨
水
循
環
の
導
入
、
省
エ
ネ
・
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
利
用
、
保
存
緑
地
で
の
環

境
学
習
会
実
施
な
ど
、
地
球
環
境
時
代
を

先
導
す
べ
く
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
船
橋
美
し
学
園

芽
吹
の
杜
。
市
や
地
域
住
民
の
方
々
と
共

に
進
め
て
き
た
環
境
共
生
へ
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
財
団
法
人
都
市
緑
化
基
金

主
催
の
第
28
回
「
緑
の
都
市
賞
」
に
お
い

て
「
緑
の
地
域
づ
く
り
部
門
奨
励
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
明
日
の
豊

か
な
都
市
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
樹
木
や
花
を
用
い
た
環
境
改
善
、
景

観
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、
緑
化
や
緑

の
保
全
に
良
好
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
市

民
団
体
・
企
業
・
公
共
団
体
な
ど
を
顕
彰

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
緑
豊
か
な
環
境
を
舞
台
に
、
安

全
・
安
心
は
も
と
よ
り
、
世
代
を
超
え
た

人
と
人
と
の
交
流
、
緑
地
の
保
全
、
自
然

と
の
触
れ
合
い
に
あ
ふ
れ
た
、
快
適
か
つ

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ニュータウン事業

水
と
緑
の
環
境
軸
を
形
成
し
た

環
境
共
生
型
の
ま
ち
づ
く
り
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坪
井
地
区
〜
船
橋
美
し
学
園

芽
吹
の

杜
〜
は
、
船
橋
市
の
中
心
部
か
ら
約
7
・
5

km
東
方
に
位
置
す
る
住
宅
地
。
平
成
5
年

に
船
橋
市
が「
環
境
共
生
モ
デ
ル
都
市（
エ
コ

シ
テ
ィ
）」に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
水
」

と
「
緑
」
に
恵
ま
れ
た
環
境
資
産
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
み
ん
な
で
つ
く
る
環

境
共
生
の
ま
ち
」。
地
区
の
恵
ま
れ
た
自

然
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
、
人
と
人
と

の
交
流
を
育
み
、
緑
豊
か
な
快
適
で
美
し

い
都
市
形
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
の
北
部
に
位
置
す
る
坪
井
近
隣
公

園
を
「
水
の
拠
点
」
と
し
、
園
内
の
調
整
池

を
単
な
る
雨
水
流
出
入
の
調
整
機
能
だ
け

で
な
く
、
ビ
オ
ト
ー
プ
化
し
て
公
園
に
な

じ
む
よ
う
整
備
。
ま
た
、
南
部
に
位
置
す

地
区
の
原
風
景
の
保
全
と

再
生
を
目
指
し
て

〝
み
ん
な
で
つ
く
る
環
境
共
生
の
ま
ち
〞を
ビ
ジ
ョ
ン
に
、

ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
た
坪
井
地
区
。

住
民
の
方
々
の
管
理
に
よ
っ
て
緑
の
継
承
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

る
1
号
緑
地
（
坪
井
の
森
緑
地
）
は
「
緑
の
拠

点
」
と
し
、
現
況
樹
林
を
残
し
た
公
共
緑

地
と
し
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
保
全
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
2
つ
の
拠
点
を
、
旧
坪
井
川
の
流
れ
を

再
生
し
た
せ
せ
ら
ぎ
を
配
し
た
「
せ
せ
ら

ぎ
の
道
」
で
結
び
、「
水
と
緑
の
環
境
軸
」

を
創
出
し
ま
し
た
。

こ
の
維
持
管
理
は
、
船
橋
市
が
主
体
と

な
っ
て
、
地
域
住
民
の
方
々
と
の
連
携
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

﹇

船
橋
美
し
学
園
芽
吹
の
杜
千
葉
県
船
橋
市

﹈

A広域位置図

A水と緑のネットワーク形成とゾーニング

ニュータウン
事業

▼

▲

旧坪井川の流れを再生したせせらぎ

千葉県船橋市坪井町他

地区概要（船橋美し学園 芽吹の杜）

所 在 地

事業名称 坪井特定土地区画整理事業

事業期間 平成9年2月～平成23年3月（清算期間含む）

65.4ha地区面積

計画人口

計画戸数

約7,200人

約2,300戸

自
然
と
共
存
す
る
た
め
の

住
環
境
づ
く
り
を
推
進

環
境
共
生
へ
の
取
り
組
み
で

「
緑
の
都
市
賞
」
を
受
賞

左／保存緑地は地元の小学生たちの環境学習の場にもなっている　右／住民団体による緑地の保全活動

上／積極的に宅地
緑化したまちなみ
下左／雨水循環を
取り入れた散水用
ポンプ
下右／太陽光発電
を行うソーラーパ
ネル住宅が並ぶ

地区のシンボル的存在の船橋日大前駅東口駅舎


